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【手続補正書】
【提出日】平成28年2月18日(2016.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高コレステロール血症を予防または処置するための組成物であって、有効投与量の、配
列番号９の配列を有するグアニル酸シクラーゼ受容体アゴニストを含み、該配列は［４，
１２；７，１５］二環体である、組成物。
【請求項２】
　有効用量のｃＧＭＰ依存性ホスホジエステラーゼの阻害剤と組み合わせて投与されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ｃＧＭＰ依存性ホスホジエステラーゼの前記阻害剤が、前記組成物と同時または順次に
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投与されることを特徴とする、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　有効用量のフィブレート、脂質改変剤、またはＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤と組
み合わせて投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記フィブレート、脂質改変剤、またはＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤が、前記組
成物と同時または順次に投与されることを特徴とする、請求項４に記載の組成物。
【請求項６】
　有効用量の抗糖尿病剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項１に記載の
組成物。
【請求項７】
　前記抗糖尿病剤が、前記組成物と同時または順次に投与されることを特徴とする、請求
項６に記載の組成物。
【請求項８】
　有効用量の抗肥満剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項１に記載の組
成物。
【請求項９】
　前記抗肥満剤が、前記組成物と同時または順次に投与されることを特徴とする、請求項
８に記載の組成物。
【請求項１０】
　フィブレート、脂質改変剤、ＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤、抗糖尿病剤、または
抗肥満剤と組み合わせて投与されることを特徴とする、請求項２に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記フィブレート、脂質改変剤、ＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤、抗糖尿病剤、ま
たは抗肥満剤が、ｃＧＭＰ依存性ホスホジエステラーゼの前記阻害剤と同時または順次に
投与されることを特徴とする、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記フィブレート、脂質改変剤、またはＨＭＧ－ＣｏＡレダクターゼ阻害剤が、前記高
コレステロール血症を処置するための標準用量未満で投与されることを特徴とする、請求
項４に記載の組成物。
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